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L-1　仙骨部硬膜外ブロック(坐骨神経痛)

《令和元年８月２９日新規》

○ 取扱い

原則として、陳旧例であっても、しばしば再発、症状の増悪を繰り返す

「坐骨神経痛」に対し、仙骨部硬膜外ブロックは認められる。

○ 取扱いの根拠

神経ブロックは坐骨神経痛に対して有効な治療手段である。

坐骨神経痛は難治性で陳旧例であっても、しばしば再発・症状の増悪を

繰り返すことが多い疾患であるため、症状に応じては神経ブロックをその

都度施行せざるを得ない事例がある。


